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V07a FMOS(すばる望遠鏡主焦点多天体分光器）の開発 VI：主焦点ユニット
の設計
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すばる望遠鏡の第二期観測装置であるＦＭＯＳ（Fibre Multi-Object Spectrograph）は、主焦点部に取りつ
けられる赤外線領域（０．９ー１．８ um ）での多天体分光器で、一度に４００天体を同時に分光することがで
きる観測装置である。ＦＭＯＳの特徴は観測装置が望遠鏡の主焦点部に取りつけられるため広視野で明るい光学
系（Ｆ／２）のもとで、ファイバーの位置を制御することにより天体からの光を受けて赤外分光器に導入するこ
とである。
去年の春の学会ではＦＭＯＳ全体の基本設計について発表を行ったが、本講演では今年度春より実際の製作

を開始する主焦点ユニット (ＰＦＵ)について詳細な設計について述べる。
具体的には、天体からの光をファイバーに導入する機構（ＥＣＨＩＤＮＡ）の設計は、ＡＡＯにより進められ

ておりほぼ設計が完了し製作を始めている。また、ＦＭＯＳの主焦点ユニットは専用の主焦点ユニットとして設
計製作が行われてきたが、他の赤外線観測装置を取りつけることが出来るような汎用の主焦点ユニットとして作
成することを考えている。
ＦＭＯＳの主焦点ユニットの設計に関しては、京都大学のほかに望遠鏡本体を作成した三菱社、及びＡＡＯと

の協力開発を行っており、各所の設計／製作状況について詳しく述べる。


